
（
八
年
以
上
）

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

大
会
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

三
十
二
名
の
社
会
福
祉
功
労
者

は
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
木
下
会
長
が
『
社
会
福
祉
を

を
表
彰
し
た
あ
と
、
横
田
市
長

飯
田
節
子
、
園
部
幸
子
、
丸
山

春
枝
、
本
田
恭
子
、
森
山
順
子
、

の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
と

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ

（
金
子
副
市
長
代
読
）
と
北
浦

と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉

ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
誰
も
が

市
議
会
議
長
の
祝
辞
を
も
っ
て

浦
島
康
江
、
田
中
洋
伸
、
吉
田

活
動
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会

式
典
を
終
了
。

由
美
、
本
田
奈
々
、
宮
崎
智
、

し
て
、
「
第
十
四
回
島
原
市
社

の
実
現
に
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

そ
の
後
県
社
会
福
祉
協
議
会

坂
本
勇
一
、
森
藤
真
須
美

【
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
等
】

会
福
祉
大
会
」
を
、
二
月
二
十

充
実
は
も
と
よ
り
、
住
民
自
ら

事
務
局
長
の
益
本
昌
明
氏
が
、

（
十
年
以
上
）

日
（
金
）
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ

が
参
画
し
、
互
い
に
助
け
合
う

「
ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
く
し
～
地

ー
に
お
い
て
約
百
五
十
名
の
参

社
会
作
り
が
重
要
だ
』
と
主
催

域
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

大
島
和
代
、
森
昭
子
、
片
山
豊

加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
開
会
。

し
て
講
演
し
、
地
域
福
祉
の
あ

子
、
平
野
孝
、
松
本
和
義
、
石

り
方
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

川
朝
江
、
岸
田
キ
ヌ
エ
、
北
田

鶴
美
、
寺
中
幸
子
、
橋
本
祐
二
、

と
も
に
考
え
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら

清
水
み
さ
子
、
前
田
智
子
、
小

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
は
略
さ
せ

川
き
よ
み

【
町
内
会
長
・
自
治
会
長
永
年

て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

【
民
生
委
員
児
童
委
員
永
年
勤

勤
続
】
（
十
年
以
上
）

野
田
隆
義
、
佐
々
木
敏
士
、
浦

続
】
（
八
年
以
上
）

矢
川
和
子

田
毅
、
加
藤
勝
彦
、
下
田
喜
三

太
、
坂
本
國
公

【
社
会
福
祉
施
設
永
年
勤
続
】

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ

２００９

４月
第１８号

島原市社会福祉協議会発行 社会福祉法人

本所 島原市霊南一丁目１７番地

（島原市福祉センター）

TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１

（島原市有明福祉センター１階）

TEL 0957-65-9090

http: www.shimabara-shakyo.or.jpﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ //

info@shimabara-shakyo.or.jpメール

」「介護 不安 相談に を感じたら、ご 下さい
では、高齢の方や障害のある方に島原市社会福祉協議会

介護サービスを提供しています。また、必要に応じ他の

事業所のサービスも紹介しています。

介護に関する心配事、お気軽にご相談ください。

●居宅介護支援（介護計画作成）

●ホームヘルプサービス

●デイサービス

●障害児デイサービス

■島原事業所
島原市霊南1-17（島原市福祉センター内）

電話６５－５５３０

■有明事業所
島原市有明町大三東戊1352-1 (島原市有明福祉センター内)

電話６５－９０９０

■障害児デイサービス事業所
島原市下川尻町7895（県立島原病院別館）

電話６３－５１４４

▲木下社協会長から表彰状を受け取る受賞者

＝島原市福祉センター

第１４回島原市社会福祉大会

「
地
域
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
を
確
認

矢
川
さ
ん
ら

名
を
表
彰

３２

▲講演する県社協益本事務局長

有明地区で配食サービス

２月１０日と３月１０日、有明地区の

民生委員児童委員とボランティアがお弁

当を作り、両日とも約２００名の一人暮

らし高齢者宅に手作りのお弁当が配られ

ました。「いつも見守られ心強い」「お

いしいお弁当をありがとう」など喜びの

声が聞かれました。



述
べ
、
木
下
会
長
（
市
社
協
）

菅

福
栄

有
明
町
大
三
東

は
「
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
晶
の

江
村
サ
キ

有
明
町
湯
江

一
台
で
あ
り
善
意
を
嬉
し
く
思

宮
本
源
一

有
明
町
湯
江

う
。
講
習
会
な
ど
で
活
用
し
た

中
島
彰
一

有
明
町
湯
江

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

金
子
喜
義

有
明
町
大
三
東

二
月
二
十
五
日(
水)
ジ
ャ
ス

二
十
五
名
が
出
席
。
永
田
店
長

本
多
聖
一

有
明
町
大
三
東

コ
有
家
店
か
ら
島
原
市
社
会
福

は
「
今
後
も
積
極
的
に
社
会
貢

吉
田
明
彦

有
明
町
大
三
東

祉
協
議
会
へ
車
椅
子
一
台
が
寄

献
事
業
に
取
り
組
み
た
い
」
と

佐
藤
幸
誠

大
下
町

宇
土
和
俊

有
明
町
大
三
東

深
浦
信
一
郎

高
島
二
丁
目

香
典
返
し

贈
さ
れ
ま
し
た

。

中
山
千
尋

中
堀
町

喜
多
廣
成

新
湊
二
丁
目

馬
場
勝
郎

下
折
橋
町

松
田
憲
之

有
明
町
大
三
東

こ
の
車
椅
子
は
缶
飲
料
の
プ

森
川
満
則

新
山
三
丁
目

早
稲
田
保
則

有
明
町
大
三
東

園
田
貞
昭

大
下
町

上
田

稔

山
寺
町

ル
タ
ブ
約
百
八
十
ｋ
ｇ
を
集
め

辰
巳
屋
聡
本
店

廣
瀬
康
子

宮
﨑
政
信

有
明
町
大
三
東

福
島
賀
葉

親
和
町

中
山
博
光

下
新
丁

て
換
金
し
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

中
組
町

太
田
恵
久

有
明
町
湯
江

岡
田

浩

上
の
原
一
丁
目

馬
場
秀
子

上
新
丁
二
丁
目

プ
ル
タ
ブ
は
来
店
者
や
、
従

古
瀬
輝
夫

江
里
町

村
上
清
敏

苑
田
忠
嗣

弁
天
町
二
丁
目

水
田
重
十

新
山
四
丁
目

大
阪
府
南
河
内
郡

白
土
桃
山
一
丁
目

業
員
が
集
め
た
他
、
島
原
商
業

松
本
峰
治

宇
土
町

津
田
ハ
ル
ヱ

新
山
四
丁
目

熊
本
泰
英

蛭
子
町
二
丁
目

福
島
た
え

東
京
都
八
王
子
市

高
校
と
島
原
第
五
小
学
校
も
児

松
﨑
寛
幸

大
下
町

竹
田
正
澄

原
口
町

大
場

弘

船
泊
町

本
多
勝
也

童
・
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
住

米
田
義
則

北
九
州
市

田
中

孝

長
貫
町

光
永
利
彦

津
町

稲
田
親
子

有
明
町
湯
江

民
に
協
力
を
呼
び
か
け
集
め
ら

坂
本
ハ
ツ
ミ

上
の
原
一
丁
目

本
田
和
弘

有
明
町
湯
江

隈
部
明
延

上
の
原
二
丁
目

笹
島
忠
男

有
明
町
湯
江

れ
ま
し
た
。

松
下
松
好

浦
田
一
丁
目

日
向
正
路

新
山
三
丁
目

高
木
福
義

浜
の
町

塚
野
文
子

上
の
原
三
丁
目

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

松
本
克
久

長
崎
市

中
川
惠
勝

上
の
町

松
﨑
幸
男

北
安
徳
町

下
田
マ
サ
エ

緑
町

わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
関
係
者
ら

下
田
正
友

江
里
町

堀
川
幸
雄

山
寺
町

釣
﨑
大
功

新
山
四
丁
目

吉
田
正
之

浦
田
二
丁
目

山
村
ア
ヤ
コ

新
湊
二
丁
目

板
倉
直
正

兵
庫
県
尼
崎
市

宮
﨑
惠
美
子

下
折
橋
町

倉
前
一
三

新
山
三
丁
目

体
か
ら
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

髙
島
健
二

蛭
子
町
二
丁
目

吉
田
正
久

三
会
町

前
田
宏
昭

柿
の
木
町

従
う
だ
け
で
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

宮
﨑
幸
子

弁
天
町
一
丁
目

松
井
勝
俊

中
安
徳
町

馬
場
フ
ク
エ

仁
田
町

【
点
字
講
習
会
】

が
必
要
か
ど
う
か
も
判
断
し
て

中
島
愛
博

新
湊
二
丁
目

金
﨑
ふ
じ
み

南
下
川
尻
町

◇
開
催
日
時
・
期
間

一
般
寄
付

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部

く
れ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
八
日
～
七
月
三
十

西
田
ゆ
み
子

三
会
町

加
藤
久
幸

上
新
丁
三
丁
目

は
、
県
下
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

二
〇
〇
四
年
七
月
よ
り
医
師

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

小
松
廣
海

崩
山
町

前
田
和
江

田
町

島
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

や
救
急
救
命
士
だ
け
で
な
く
、

島
原
市
社
協
で
は
、
手
話
入

午
後
一
時
～
三
時

勝
又
文
敬

下
ノ
丁

壁
村
日
光

湊
町

匿
名

桜
町

こ
の
程
島
原
市
地
区
に
も
昨
年

居
合
わ
せ
た
一
般
の
人
も
使
用

門
講
習
会
と
点
字
講
習
会
を
開

松
本
禮
子

大
下
町

苑
田
美
津
子

上
の
原
二
丁
目

永
藤
正
憲

西
八
幡
町

◇
会
場

に
続
き
一
台
配
備
さ
れ
、
島
原

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

催
し
ま
す
。

島
原
市
福
祉

森

フ
キ
ヨ

下
折
橋
町

入
江
輝
美

津
町

前
田
正
久

有
明
町
大
三
東

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま

手
話
ま
た
は
「
点
字
広
報
」

セ
ン
タ
ー

奥
田
正
幸

福
岡
県
小
郡
市

近
藤
達
也

萩
が
丘
二
丁
目

村
中
二
枝

浦
田
二
丁
目

し
た
。

作
り
に
興
味
の
あ
る
人
、
ボ
ラ

富
崎
武
士

大
阪
府
枚
方
市

森
塚
岩
美

南
崩
山
町

◇
受
講
料

一
円
玉
寄
付

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
、

無
料
（
た
だ
し

藤
野
高
一
郎

広
島
市

川
田
義
純

上
新
丁
二
丁
目

突
然
の
心
停
止
（
心
臓
突
然

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

テ
キ
ス
ト
代

志
田
千
里

青
葉
町

宮
﨑
キ
ヌ
ヱ

有
明
町
大
三
東

匿
名

霊
南
一
丁
目

死
）
か
ら
命
を
救
う
た
め
の
機

と
し
て
手
話
…
千
二
百
円
、

杉
・
忠
・

寺
中
町

森
﨑
久
美
香

有
明
町
大
三
東

蔵
本
有
希

山
寺
町

【
手
話
入
門
講
習
会
】

器
で
す
。
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

点
字
…
千
五
十
円
必
要
）

原

ト
ヨ
ノ

上
の
原
三
丁
目

竹
田

誠

有
明
町
大
三
東

蔵
本
優
希

山
寺
町

◇
開
催
日
時
・
期
間

た
心
臓
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、

五
月
二
十
一
日
～
来
年
二
月

古
賀
玲
子

湊
道
二
丁
目

中
村

堯

有
明
町
大
三
東

馬
場
ヒ
サ
ヱ

下
宮
町

◇
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ

正
常
な
状
態
に
戻
し
ま
す
。

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

扇

貫
二

松
下

匠

福
岡
市

や
な
ぎ

片
町

二
十
五
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

白
土
桃
山
一
丁
目

操
作
は
簡
単
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本

午
後
七
時
四
十
五
分
～
九
時

電
話
６
３-

３
８
５
５

本
田
光
治

杉
山
町

片
山
明
信

柿
の
木
町

松
﨑
好
行

2009年4月 第18号し ま ば ら 社 協 だ よ り

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
二
十
年
十
二
月
六
日
～
平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

ジ
ャ
ス
コ
有
家
店
が

車
い
す
を
寄
贈

島
商
・
五
小
も
プ
ル
タ
ブ
収
集
に
協
力

設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

日
本
赤
十
字
社
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
宝
生
園
杉
山

町
、
江
川
照
男
、
山
口
ナ
ツ

コ
、
稲
田
、
吉
田
、
島
原
市

社
協
職
員
会

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手

は
発
展
途
上
国
の
伝
染
病
予

防
や
医
療
品
の
購
入
資
金
、

知
的
障
害
者
問
題
の
社
会
啓

発
資
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

は
換
金
し
車
い
す

プ
ル
タ
ブ

の
購
入
資
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切

手
・
プ
ル
タ
ブ
収
集
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

（
敬
称
略
）

し
た

▲

･
講
習
会

手
話

点
字

受
講
生
募
集
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